
　

尚
、乳
が
ん
検
診
は
、完
全
予
約

制
と
な
り
ま
す
。
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【
特
定
健
診
】

〈
実
施
期
間
〉

平
成
24
年
６
月
１
日
〜
９
月
29
日

〈
対
象
者
〉

　

当
院
で
特
定
健
診
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
方
と
検
査
内
容
及
び

費
用
は（
表
１
）の
通
り
で
す
。

〈
受
診
方
法
〉

（
表
１
）
の
対
象
者
①
〜
③
の
方

は
、
市
か
ら
受
診
券
が
送
付
さ
れ
、

④
の
方
は
、
保
険
組
合
か
ら
受
診

券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

「
受
診
券
」・「
保
険
証
」
及
び「
診

察
券
」を
持
参
し
て
、当
院
外
来
診

療
時
間
内
に
ご
来
院
下
さ
い
。

【
が
ん
検
診
】

〈
実
施
期
間
〉

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
11
月
30
日

〈
対
象
者
〉

　

当
院
で
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
方
と
検
査
内
容
及
び

費
用
は（
表
２
）の
通
り
で
す
。

〈
受
診
方
法
〉

　

大
和
市
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
平

成
24
年
度
が
ん
検
診
受
診
カ
ー

ド
」（
今
年
度
は
黄
色
）（
写
真
１
参

照
）、「
保
険
証
」
及
び「
診
察
券
」

を
持
参
し
て
、
当
院
外
来
診
療
時

間
内
に
ご
来
院
下
さ
い
。

写真 1　平成 24年度がん検診受診カード

大和市の特定健診・がん検診実施中!!

〈
注
意
事
項
〉

　

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
診

す
る
方
へ
の
注
意
事
項
は
表
３
の
通

り
で
す
。よ
く
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

て
、来
院
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

第41号（2012年夏号）

がん検診名 検　診　内　容 自己負担金 対象者（大和市在住） 

胸部X-P １０００円 

胸部X-P ＋ 喀痰検査（＊） ２０００円 

内視鏡検査 ２５００円 

胃部X-P(バリウム検査) ２５００円 

大腸がん検診 便潜血２日法 ７００円 

視触診 ７００円 ３０歳以上の女性 

視触診 ＋ マンモグラフィ ２０００円 ４０歳以上の女性 

肺がん検診 

胃がん検診 

乳がん検診 

大和市在住の40歳以 
上の方 

＊　喀痰検査は医師が必要と認めた患者様のみの実施となります。

表２ 当院で実施可能な大和市がん検診検査内容及び費用

表１ 当院で行っている特定健診の対象者と検査内容及び費用

表３　特定健診・がん検診を受診する場合の注意事項

[注意点] 
1 当日、下記の必要書類を忘れると受診できませんのでご注意下さい。 
2 健（検）診終了後に会計があります。 
3 健（検）診の結果は郵送できません。 

結果説明のため受診が必要です。１カ月後を目安に予約をお取り下さい。 
4 待ち時間が長くなることが予想されますので、予約後の受診をお勧めします。 

[当日持参する物] 
<特定健診受診者> 

・平成２４年度大和市健康診査受診券 
<がん検診受診者> 

・平成２４年度がん検診受診カード 

<特定健診・がん検診受診者共通> 
○ 保険証 
○ 診察券（当院に受診歴のある方） 
○ 自己負担の免除に該当する方はその証明書 

・生活保護費受給票 
・中国残留邦人等支援証明書 
・平成２４年度非課税証明書（市民税非課税世帯に属する方）

①. 大和市在住の国民健康保険加入者 ・基本項目 
（40歳～74歳の方） 　（診察・身体計測・血液検査・尿検査） 

・詳細項目 1 70歳以上の方 
②. 大和市在住の後期高齢者医療制度 　（貧血検査・心電図検査・眼底検査） 

加入者 追加項目 （胸部X線検査） 800円 2 生活保護世帯の方 
（75歳以上の方） （希望者のみ） （B型・C型肝炎ウイルス検査）

　・今年度40歳になる方 3 市民税非課税世帯 
③. 大和市在住の生活保護受給者等の 　・今年度41歳以上で、過去に に属する方 

医療保険未加入者 　　肝炎検査を受けたことがない方 
（40歳以上の方） （前立腺がん検査） 4 中国残留邦人等の

　今年度50歳以上になる方 支援給付を受けて
　＊ただし治療中の方は除く いる方 

④. 社会保険の被保険者及び被扶養者 ・基本項目 
（40歳～74歳の方） 　（診察・身体計測・血液検査・尿検査） 
受診券の「契約とりまとめ機関名」欄 ・詳細項目 
に下記の記載がある方は当院で受 　（貧血検査・心電図検査・眼底検査） 
診できます 

・健保連集合A（集合A）も しくは集合B 
・日本人間ドック学会／日本病院会
　（ド／日） 

・協会集合A 

500円 

次の1～4に該当する方 
は費用が免除されます。 

費用 

各社会保険の保険者により異なり 
ます。送付された「受診券」にて、お 
確かめ下さい。 

対象者 検査内容 

1,200円 

1,000円

《予約専用電話》
０４６（２６９）５０００

　予約担当が対応させ
ていただきます。（平日９
時～ 19 時、土曜は 16
時まで）



平成２4年7月31日（２）
　

食
中
毒
は
、
微
生
物
が
食
品
中

に
混
入
し
て
起
こ
る
細
菌
性
食
中

毒
、
フ
グ
や
毒
キ
ノ
コ
な
ど
の
自

然
毒
に
よ
る
食
中
毒
、
ヒ
素
や
シ

ア
ン
化
合
物
な
ど
の
化
学
物
質
に

よ
る
食
中
毒
が
あ
り
ま
す
。
圧
倒

的
に
多
い
の
は
、
細
菌
性
食
中
毒

で
７
〜
９
月
に
年
間
の
60
％
以
上

を
占
め
ま
す
。
主
な
原
因
菌
の
特

徴
と
原
因
食
品
を
あ
げ
ま
す
。

・　
乾
燥
に
強
い
サ
ル
モ
ネ
ラ（
卵
・

生
食
用
食
肉
）

・　
少
し
の
菌
数
で
重
い
食
中
毒

を
起
こ
し
、
酸
に
強
く
凍
結
で
も

生
き
残
る
Ｏ―

１
５
７
（
牛
肉
・

生
レ
バ
ー
）

・　
増
殖
ス
ピ
ー
ド
が
非
常
に
速

く
海
水
の
常
在
菌
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

（
生
の
魚
介
類
）

・　
煮
て
も
焼
い
て
も
死
な
な
い

エ
ン
テ
ロ
ト
キ
シ
ン
毒
を
つ
く
る

黄
色
ぶ
ど
う
球
菌
（
素
手
で
つ
く

る
お
に
ぎ
り
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
）

・　
42
℃
で
増
殖
で
き
る
特
徴
を

持
つ
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー（
鶏
肉
・

生
肉
・
井
戸
水
）

・　
酸
素
が
遮
断
さ
れ
た
食
品
の

中
で
発
芽
し
猛
烈
な
毒
素
を
作
る

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
（
野
菜
・
缶
詰
・
ビ

ン
詰
・
真
空
包
装
食
品
）

・　
酸
素
の
な
い
と
こ
ろ
で
繁
殖

し
芽
胞
は
熱
に
強
く
毒
素
を
作
る

ウ
エ
ル
シ
ュ
（
大
鍋
で
作
り
お
き

し
た
煮
込
み
）

・　
長
時
間
放
置
で
お
こ
り
芽
胞

は
熱
と
乾
燥
に
強
い
セ
レ
ウ
ス

（
前
日
作
っ
た
ご
飯
や
麺
類
）

・　
４
℃
以
下
で
も
ゆ
っ
く
り
増

殖
し
常
温
で
一
気
に
増
殖
す
る
エ

ル
シ
ニ
ア
（
豚
肉
・
井
戸
水
・
谷

川
水
）

・　
低
温
で
も
増
殖
し
や
す
く
食

塩
に
も
耐
性
を
も
つ
リ
ス
テ
リ
ア

（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
・
生
乳
）

　

又
、
菌
で
は
な
い
の
で
す
が
、

水
道
水
の
中
で
塩
素
消
毒
に
抵
抗

性
を
も
つ
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ

ム
と
い
う
原
虫
が
生
き
延
び
し
ば

し
ば
水
道
水
を
介
し
て
の
感
染
も

あ
り
ま
す
。

症
状
は

　

主
な
症
状
は
、
72
時
間
以
内
に

現
れ
、
腹
痛
・
下
痢
・
嘔
吐
・
発
熱
・

頭
痛
な
ど
で
す
。

特
に
、軟
便
か
ら
水
様
便
に
な
り
、

何
度
も
ト
イ
レ
に
通
う
と
い
っ
た

腹
痛
を
伴
う
症
状
が
多
く
、
吐
き

気
・
嘔
吐
は
伴
わ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
又
、Ｏ―

１
５
７
は
、
潜

伏
期
間
が
長
く
平
均
５
.
７
日
で

自
覚
し
に
く
く
対
応
が
遅
れ
が
ち

に
な
り
ま
す
。
症
状
は
、
血
便
・

水
の
よ
う
な
下
痢
・
腹
痛
と
、
か

な
り
激
し
い
胃
腸
症
状
を
呈
し
、

ま
れ
に
腎
障
害
や
意
識
障
害
を
併

発
し
命
取
り
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。Ｏ―

１
５
７
は【
ベ
ロ
毒
素
】

を
出
し
、
腸
に
働
い
て
、
非
常
に

強
い
出
血
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ベ
ロ
毒
素
は
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
腎

臓
に
作
用
し
、
機
能
低
下
を
起
こ

し
最
悪
の
場
合
に
は
溶
血
性
尿
毒

症
候
群
と
よ
ば
れ
る
深
刻
な
状
態

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

応
急
処
置
は

処
１　

吐
い
た
時
は
横
向
き
に

し
、
吐
い
た
も
の
が
逆
流
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

処
２　

で
き
る
だ
け
安
静
に
し
、

腹
部
を
暖
め
ま
す
。
大
量
の
水
分

が
失
わ
れ
る
為
少
し
ず
つ
何
回
か

に
分
け
て
、
湯
冷
ま
し
・
番
茶
・

塩
を
入
れ
た
重
湯
・
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
な
ど
補
給
し
脱
水
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。＊
乳
幼
児
や
高
齢
者

は
重
篤
化
し
や
す
い
。

＊
乳
幼
児
が
か
か
り
や
す
い
の

は
、
免
疫
機
能
が
十
分
に
発
達
し

て
い
な
い
為
、
食
中
毒
菌
の
浸
入

に
対
抗
で
き
ず
、
大
人
よ
り
は
る

か
に
少
な
い
菌
で
感
染
・
発
症
し

ま
す
。
高
齢
者
は
体
力
が
低
下
し

て
い
る
為
少
量
の
菌
で
感
染
・
発

症
し
、
年
齢
と
と
も
に
体
内
の
水

分
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
少

し
の
下
痢
で
も
脱
水
症
を
起
こ
し

や
す
い
の
で
す
。
慢
性
の
病
気
を

も
っ
て
い
た
り
、
免
疫
抑
制
剤
や

抗
生
物
質
を
服
用
し
て
い
る
人
で

は
、
重
症
化
し
や
す
く
、
治
り
に

く
く
な
り
ま
す
。

処
３　

自
己
判
断
で
下
痢
止
め
を

使
わ
な
い
こ
と
で
す
。
防
衛
反
応

の
下
痢
を
安
易
に
と
め
る
と
腸
内

に
原
因
菌
を
閉
じ
込
め
菌
の
増

殖
・
症
状
の
悪
化
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
又
、
痛
み
止
め
薬
の
中

に
腸
の
運
動
を
抑
え
る
成
分
が
含

ま
れ
る
場
合
も
同
様
で
す
。
薬
を

使
わ
な
い
と
症
状
が
お
さ
ま
り
そ

う
も
な
い
時
は
早
め
に
、
そ
し
て

出
血
を
伴
う
下
痢
で
は
一
刻
も
早

く
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　

予
防
法

予
防
３
原
則　
　

食
中
毒
菌
を

『
付
け
な
い
！
（
手
や
材
料
を
よ

く
洗
う
）　

増
や
さ
な
い
！
（
す

ぐ
食
べ
る
）　

殺
菌
す
る
！
（
加

熱
）　

』
で
す
。

●
食
品
の
購
入

　

肉
・
魚
な
ど
の
水
分
が
漏
れ
な

い
よ
う
に
袋
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
、

買
い
物
の
最
後
に
し
、
寄
り
道
せ

ず
持
ち
帰
り
、
処
理
を
し
、
冷
蔵
・

冷
凍
・
調
理
を
す
ば
や
く
行
う
。

●
家
庭
で
の
保
存

　

冷
蔵
庫
内
温
度
が
下
が
ら
な
く

な
る
の
で
詰
め
す
ぎ
に
注
意
し
、

肉
・
魚
・
卵
な
ど
を
取
り
扱
う
前

と
後
に
必
ず
手
指
を
あ
ら
う
。

　

冷
凍
・
冷
蔵
し
て
も
食
中
毒
菌

は
死
な
な
い
の
で
、
早
め
に
使
い

き
る
。

●
下
準
備

　

包
丁
・
ま
な
板
は
、
肉
用　

魚

用　

野
菜
用
に
使
い
分
け
る
か
、

そ
の
都
度
洗
う
よ
う
に
す
る
。

　

使
用
後
は
よ
く
洗
い
熱
湯
を
か

け
る
。
ふ
き
ん
・
た
わ
し
・
ス
ポ

ン
ジ
は
使
っ
た
ら
良
く
洗
い
、
漂

白
剤
に
つ
け
た
り
、
熱
湯
を
か
け

た
り
、
煮
沸
す
る
と
消
毒
効
果
が

あ
が
り
ま
す
。
尚
、
抗
菌
ま
な
板

で
も
洗
浄
・
殺
菌
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

●
調
理

　

調
理
す
る
食
品
は
75
℃
１
分
間

以
上
加
熱
を
す
る
こ
と
で
ほ
と
ん

ど
の
菌
を
殺
菌
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合

は
加
熱
ム
ラ
を
防
ぐ
為
、
と
き
ど

き
か
き
混
ぜ
ま
し
ょ
う
。
手
の
指

に
つ
い
た
食
中
毒
菌
が
他
の
食
品

を
汚
染
し
て
し
ま
う
こ
と
を
二
次

汚
染
と
い
い
多
く
、調
理
中
も『
な

が
ら
作
業
』
で
二
次
汚
染
を
広
め

な
い
よ
う
頻
繁
に
十
分
な
手
洗
い

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
食
事

　

清
潔
な
手
で
頂
き
、
調
理
前
や

後
の
食
品
は
室
温
に
２
時
間
以
上

放
置
し
な
い
。Ｏ―

１
５
７
は
15
〜

20
分
で
２
倍
に
増
え
ま
す
。

●
残
っ
た
食
品

　

残
っ
た
食
品
を
扱
う
前
に
も
手

を
洗
う
。
早
く
冷
え
る
よ
う
に
浅

い
容
器
に
小
分
け
す
る
。
時
間
が

た
ち
過
ぎ
た
ら
思
い
切
っ
て
捨
て

ま
し
ょ
う
。
も
の
を
大
切
に
思
い

感
謝
す
る
気
持
ち
は
貴
重
で
す

が
、『
食
品
衛
生
』
に
も
っ
た
い

な
い
は
禁
物
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
、
食
中

毒
を
予
防
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
に
受
診
の
際
は
、
食

中
毒
の
原
因
菌
と
し
て
疑
わ
し
い

食
品
や
吐
い
た
物
、
下
痢
便
も
微

生
物
検
体
と
な
る
の
で
ビ
ニ
ー
ル

に
入
れ
持
参
し
ま
し
ょ
う
。
発
症

か
ら
現
在
ま
で
の
経
過
を
メ
モ
に

す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
や
っ
ぱ

り
、
予
防
が
一
番
で
す
よ
。
そ
し

て　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

を
し
て
免
疫
力
を
つ
け
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

（
文
責　

編
集
委
員　

吉
田
）

　

夏
の
暑
さ
が
厳
し
い
時
期
に
な

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

暑
く
て
バ
テ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
、《
夏
》
と
い
う
事
で

皆
さ
ん
に
身
近
な
熱
中
症
の
対
策

と
予
防
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
の

で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
下
さ

い
。

　

ま
ず
、
熱
中
症
と
は
、
東
洋
医

学
で
「
中
暑
」
と
い
い
、
時
期
的

に
梅
雨
明
け
の
一
気
に
暑
く
な
る

時
期
と
、
８
月
上
旬
〜
中
旬
の
盛

夏
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
高
温
多

湿
下
で
軽
度
で
は
、
体
温
上
昇
・

頭
が
痛
い
・
気
持
ち
悪
い
・
立
ち

く
ら
み
・
め
ま
い
な
ど
が
あ
り
、

重
症
に
な
る
と
、
意
識
が
な
く
な

る
・
発
熱
・
け
い
れ
ん
な
ど
の
症

状
が
現
れ
る
の
が
病
証
で
す
。

　

熱
中
症
死
亡
数
も
平
成
19
年
に

９
２
３
件
と
発
表
さ
れ
高
温
に
よ

る
健
康
障
害
は
、
温
暖
化
に
よ
り

今
後
も
健
康
生
活
を
脅
か
す
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者

は
も
と
も
と
の
体
内
水
分
量
が
少

な
く
、
喉
の
乾
き
も
感
じ
に
く
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
自
分
を

守
る
た
め
に
も
予
防
と
対
策
を
き

ち
ん
と
知
り
ま
し
ょ
う
。

予
防

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防

「
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
」　

　
発
汗
量
に
似
合
っ
た
十
分
な
水

分
を
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。

「
気
温
だ
け
で
な
く
、
湿
度
に
も

注
意
す
る
」

　
気
温
が
30
度
以
下
で
あ
っ
て

も
、
湿
度
が
高
い
と
熱
中
症
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

「
暑
さ
に
慣
ら
す
」

　

熱
中
症
は
急
に
暑
く
な
っ
た
日

な
ど
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

「
吸
湿
性
と
通
気
の
よ
い
服
装
や

帽
子
の
着
用
」

「
暑
さ
に
弱
い
人
は
特
に
注
意
す

る
」

　

肥
満
傾
向
の
人
、
体
力
の
弱
い

人
、
体
調
不
良
の
人
は
、
熱
中
症

を
起
こ
し
や
す
い
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

対
策

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

の
対
策
と
し
て

「
風
通
し
の
良
い
場
所
へ
移
動
さ

せ
安
静
に
し
て
冷
や
す
。」

　

熱
中
症
の
徴
候
に
気
づ
い
た
ら

早
く
風
通
し
の
良
い
場
所
に
移
し

て
寝
か
せ
、
衣
服
を
緩
め
て
風
を

送
り
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。
意

みなさんは、暑い夏をどのように乗り切りますか？　今回は、夏バテ予
防のレシピをご紹介します。レシピは、4 月に入職した管理栄養士の寺本
千紗が担当しました。入職して初めての大仕事です。ぜひ、参考にして
ください。

作り方
①トマトを湯むきして、そのあと種を取り出し、１㎝角に切ってボールに入れる。
②オクラは、塩もみして熱湯でさっと茹で、小口切りにし、冷蔵庫で冷やす。
③枝豆は塩ゆでして、さやからだしておく。
④豚肉は、一口大に切り、軽く塩を振って下味をつけてから、お酒を入れた熱湯で
茹で、ざるに取り、冷ます。
⑤調味料（にんにくすりおろし・オリーブオイル・酢・塩・コショウ）をボールに入
れたトマトと混ぜ合わせて、冷蔵庫で冷やす。
⑥パスタを既定の時間通り茹で、冷水でしめる。
⑦パスタに冷やした⑤をかけ、豚肉・オクラ・枝豆をちらし、最後に千切りしたし
その葉をのせる。

☆解説☆
　トマトには、ビタミン C が豊富に含まれています。ビタミン C は、ストレス
反応において、必要量が著しく増加すると言われています。ストレスがたまり
やすい夏にぴったりの食材です。
　また、夏場は、さっぱりした麺等の食べ物を選びがちになるので、炭水化物
の多い食事になりがちです。糖質をエネルギーに変える VB₁・B₂は、夏場に大
切なビタミンです。豚肉や夏野菜であるオクラ・枝豆には、VB₁・B₂が豊富に含
まれているので、夏バテ予防にも一役買ってくれます。

食
中
毒
は
身
近
に
！

識
が
無
く
な
っ
た
り
、
痙
攣
が

あ
っ
た
場
合
は
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

「
冷
た
い
も
の
を
飲
ま
せ
る
」

　

①
の
手
当
で
体
温
が
下
が
り
意

識
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
冷
た
い
も

の
や
食
塩
水
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
等
を
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

「
受
診
」

　

手
当
て
後
は
、
必
ず
受
診
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
今
年
も
病
気
に
負
け
ず
、

よ
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
ね
。

（
文
責　

編
集
委
員　

長
友
）

熱
中
症
に
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
？

材料 (１人分 )
トマト　中１個・200g
オクラ　１本・10g
枝豆　４房・10g
しゃぶしゃぶ用　豚ロース 60g
しその葉　1枚
にんにくすりおろし　小さじ 1/2
オリーブオイル　大さじ 1.5
酢　大さじ 1/2
塩　小さじ 1/2
コショウ　少々
パスタ茹で　200g

夏バテ防止レシピ !! トマトの冷製パスタ夏バテ防止レシピ !! トマトの冷製パスタ
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通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

と
は
？

　

２
０
０
０
年
４
月
開
設
。
開

設
当
初
は
、
利
用
者
が
23
名
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在

は
１
日
約
１
０
０
名
、
全
体
で

３
２
５
名
の
利
用
者
が
い
ま
す
。

　
「
介
護
保
険
で
も
、
医
療
保
険

に
負
け
な
い
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供

す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
今

年
で
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
施
設
は
、
環
境
や
接
遇
を

見
直
し
、
利
用
者
に
と
っ
て
通

所
リ
ハ
ビ
リ
で
の
時
間
を
快
適

に
過
ご
し
て
頂
け
る
様
、
日
々

考
え
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
朝
礼
・
送
迎
風
景
】

【
リ
ハ
ビ
リ
風
景
】

　

利
用
者
の
身
体
機
能
に
合
わ

せ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
リ
ハ
ビ
リ
中
も
楽
し
い
会

話
が
は
ず
み
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま

す
。

　

午
前
中
は
、
個
人
訓
練
の
他

に
も
集
団
体
操
（
ク
ワ
ド
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
）
や
、マ
シ
ン
を
使
っ

た
運
動
な
ど
充
実
し
た
リ
ハ
ビ

リ
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

食
後
は
、
足
に
セ
ラ
バ
ン
ド

や
、
重
り
を
つ
け
て
、
集
団
体

操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
体
操
が

終
わ
る
と
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
作
業
療
法
の
時
間

で
す
。

【
作
業
療
法
】

　

作
業
療
法
で
は
、
書
道
・
文

化
刺
繍
・
塗
り
絵
・
将
棋
な
ど
。

そ
の
他
に
も
楽
し
ん
で
頂
け
る

種
目
を
、
多
数
用
意
し
て
い
ま

す
。
一
生
懸
命
に
作
成
し
た
作

品
が
出
来
上
が
っ
た
時
は
、
職

員
も
一
緒
に
な
っ
て
、
喜
び
や

達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
作
業
療
法
で
作
成
し
た
作
品

を
展
示
す
る
「
創
作
展
」
を
、

年
に
一
度
、
十
一
月
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

【
音
楽
療
法
】

　

音
楽
療
法
で
は
、
昔
懐
か
し

い
童
謡
や
、
昭
和
の
名
曲
を
皆

で
歌
い
ま
す
。
音
楽
を
通
し
て
、

昔
を
振
り
返
っ
た
り…

。
誰
で

も
そ
う
で
す
が
思
い
出
の
曲
を

聴
く
の
は
、
良
い
ひ
と
時
に
な

り
ま
す
。

【
帰
り
の
挨
拶
】

　

帰
り
の
挨
拶
で
は
、
そ
の
日

あ
っ
た
歴
史
上
の
出
来
事
や
、

偉
人
の
誕
生
日
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
お
話
の
最
後
に
は
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
利
用
し
て
頂

い
た
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て

全
員
で
挨
拶
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
年
間
行
事
】

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
年
間

を
通
し
て
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
職
員
一
同
、

利
用
者
に
喜
ん
で
頂
く
た
め
に
、

あ
る
時
は
歌
い
、
あ
る
時
は
踊

り
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

七
夕
ま
つ
り
、
秋
の
演
奏
会
、

創
作
展
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

で
す
。

　

今
年
も
利
用
者
の
笑
顔
の
た

め
に
、
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
中
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
利
用

者
が
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
来
て
、

楽
し
い
気
持
ち
や
、
嬉
し
い
気

持
ち
を
感
じ
て
頂
け
る
様
、
職

員
一
同
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
文
責　

通
所
リ
ハ
ビ
リ　

澤

野
・
坂
上
・
白
井
）

コ
ー
ヒ
ー
。

お
好
き
で
す
か
？

　

わ
た
く
し
事
で
す
が
、
こ
の

南
大
和
病
院
に
お
世
話
に
な
っ

て
早
一
年
が
過
ぎ
、
い
つ
の
間

に
か
身
に
付
い
た
習
慣
と
言
え

ば
、
甘
い
も
の
を
口
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
仕
事
の

日
の
朝
は
必
ず
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
先
日
ス
ー
パ
ー
で
見
か

け
た
『
ブ
ド
ウ
糖
入
り
カ
フ
ェ

イ
ン
２
倍
』
な
ん
て
商
品
の
狙

い
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
す
。
眠
気
覚
ま
し
。

私
は
普
通
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー

ヒ
ー
を
淹
れ
て
飲
ん
で
い
ま
す

が
、
カ
フ
ェ
イ
ン
は
熱
に
よ
り

破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
成
分
で
あ

る
と
の
こ
と
を
聞
き
、
ま
っ
黒

に
深
入
り
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
な
る
べ
く
浅
煎
り
の
豆
に

目
を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

運
動
中
の
筋
肉
の
痛
み
を
和
ら

げ
る
効
果
が
あ
る
と
か
、
抗
酸

化
作
用
が
シ
ミ
に
効
く
と
か
、

癌
の
リ
ス
ク
を
低
く
す
る
と
か
、

喘
息
の
発
作
を
抑
え
る
効
果
が

あ
る
と
か
、（
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
）

動
脈
硬
化
の
予
防
に
な
る
と
か
、

二
日
酔
い
の
解
消
促
進
等
々…

近
年
の
研
究
結
果
に
よ
れ
ば
、

良
い
こ
と
尽
く
め
で
あ
る
ら
し

い
コ
ー
ヒ
ー
で
す
。
か
つ
て
長

崎
出
島
の
詰
め
医
師
だ
っ
た

シ
ー
ボ
ル
ト
氏
も
当
時
の
薬
品

応
手
帳
な
る
も
の
に
【
長
寿
を

も
た
ら
す
良
薬
】
と
記
述
し
た

の
だ
と
か
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
！

と
い
う
お
話
な
の
で
し
ょ
う
か
。

で
す
が
【
薬
も
過
ぐ
れ
ば
毒
と

南
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
紹
介

職員一同、声を合わせて“おはようございます”

作業療法風景

昨年の職員によるクリスマス会の出し物
「よさこいソーラン節」です。

創作展

人気のデュエット曲は、“三年目の浮気”です。
とても盛り上がります。

安全第一で送迎しています。

な
る
】
と
も
言
い
ま
す
。
一
説

に
よ
れ
ば
コ
ー
ヒ
ー
は
体
を
冷

や
す
作
用
も
あ
る
の
だ
と
か
。

コ
ー
ヒ
ー
が
大
好
き
♥
な
ら
ば

と
も
か
く
、
そ
う
で
も
な
い
場

合
に
健
康
や
カ
フ
ェ
イ
ン
目
当

て
に
毎
日
が
ぶ
飲
み
と
い
う
の

も
何
か
が
違
う
気
は
し
て
い
ま

し
た
。
朝
茶
は
七
里
帰
っ
て
で

も
飲
め…

と
も
言
う
よ
う
で
す

が
、
私
に
は
い
ま
だ
こ
の
【
茶
】

が
何
を
指
し
示
し
て
い
る
の
か

も
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
し
。
あ

る
朝
、
も
は
や
好
き
と
は
思
え

な
く
な
っ
て
い
た
コ
ー
ヒ
ー
を

た
だ
飲
み
込
む
と
い
う
作
業
を

私
は
止
め
ま
し
た
。
本
当
に
飲

み
た
い
と
思
っ
た
時
に
、
ま
た

お
い
し
い
と
思
え
る
コ
ー
ヒ
ー

を
味
わ
い
た
い
も
の
だ
と
気
が

付
い
た
か
ら
で
す
。
特
に
効
果

を
確
認
出
来
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
に
目

が
覚
め
た
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
受
動
喫
煙
防
止
条

例
と
と
も
に
で
し
ょ
う
か
、
コ
ー

ヒ
ー
の
世
情
は
オ
ー
プ
ン
な
雰

囲
気
の
《
カ
フ
ェ
》
へ
と
様
変

わ
り
し
た
よ
う
で
す
。《
喫
茶
店
》

は
も
は
や
死
語
で
す
が
、
世
間

か
ら
の
白
い
目
無
く
喫
煙
が
楽

し
め
る
場
所
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
の
需
要

が
あ
り
そ
う
に
も
思
え
ま
す
。

嫌
煙
派
と
し
て
は
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
は
大
歓
迎
。
自
宅
近
く
の

モ
ー
ル
に
も
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

で
有
名
な
カ
フ
ェ
が
出
店
し
て

い
ま
す
。
ず
っ
と
コ
ー
ヒ
ー
の

こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
、
久
し

ぶ
り
に
楽
し
み
た
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
書
き
終
え
た

の
で…

失
礼
し
て
ち
ょ
っ
と

行
っ
て
こ
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

『
一
杯
飲
み
た
い
な
』
っ
て
、
こ

の
感
覚
。
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い

で
す
ね
。

皆
さ
ん
は
？　

コ
ー
ヒ
ー
。
お

好
き
で
す
か
。

（
文
責　

編
集
委
員　

小
林
）



平成２4年7月31日（４）

南大和デイサービスセンター
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新都市医療研究会「君津」会

南大和老人
保健施設

さくらぷらざ
大和市下和田１１５０

大和市下和田1091

大和市下和田940-1　TEL  046-268-5999
・通所リハビリセンター           046-268-6027
・レディース透析センター        046-268-5995
・居宅介護支援事業者         046-268-6013

高座渋谷
STATION

小
田
急
線

至大和

至藤沢

ROUTE

467
南大和病院

南大和クリニック

南大和訪問看護ステーション     046-268-5992

大和市下和田1331-2

・ 透析センター

上記の予定は都合により変更になることがあります。ご了承下さい。

外来診療予定（平成２4年8月1日より）

ＡＭ ９：００

ＡＭ １２：００

〜

ＰＭ ２：００

ＰＭ ４：００

〜

ＰＭ ５：0０

ＰＭ ７：0０

〜

午
後
外
来

午
前
外
来

夜
間
外
来

一 

般

一 

般

一
般

予
約
専
門

予
約
専
門

予
約
専
門

北村（内科）
深原（外科）
池永（外科）

丸岡（内科）
田上（外科）
中川（内科）

正木（外科）
道下（内科）
安芸（内・呼吸器）

田上（外科）
中川（内科）

小川英（内科）
金子（外科）

藤井院長（総合）
大津副院長（内・DM）
北村（内科）
神尾（外科）
金子（外科）

金子（外科）
城（内科）
小川英（内科）
星（内科）

星（内科）
上田（外科）

藤井院長（総合）
廣瀬（内科）
田上（外科）
中川（内科）

大津副院長（内・総合）
池永（外科）
安芸（内・呼吸器）
道下（内科）
溝口（内・リウマチ）

池田副院長（外・乳腺）
廣瀬（内科）
河野（内科）
上田（外科）
星（内科）

藤井院長（総合）
丸岡（内科）
神尾（外科）
河野（内科）
上田（外科）

藤井院長（総合）
大津副院長（内科）
丸岡（内科）
赤木（外科）

池田副院長（外科） 
神尾（外科）
天野（胸外）
山崎（胸外）
内藤（胸外）
小川（胸外）
中澤（外科）

深原（外科）
池永（外科）
小川（胸外）
中澤（外科）

藤井院長（総合）
池田副院長（外科） 
北村（内科）
正木（外科）
安芸（内・呼吸器）
溝口（内・リウマチ）

月 火 水 木 金 土

（整形）伊藤 （総合）池田名誉院長
（呼吸器）高安
（整形）川崎

（整形）松原

（整形）伊藤

（整形）原
（腎内）上竹

（整形）松原

（ＤＭ）高地
（DM・内分泌）田口
（整形）山本
（リウマチ）橋本嘉
（泌尿器）鈴木万
（泌尿器）山田
（胸外）田中真
（腎内）吉村

（循環器）鈴木
（整形）川崎

（血管）新本
（腎内）上竹
（整形）原 （循内）青木

（整形）山本
（リウマチ）橋本嘉
（形成）門田
（DM・内分泌）田口
（血管外科）新本
（胸外）田中真
（泌尿器）鈴木万
（泌尿器）山田

（循内）橋本通
（DM）高地

（循内）辻
（糖尿病）鈴木真
（整形）松原

丸岡（内科）
赤木（外科）

（脳外科）茂野
（整形）伊藤 （脳外科）熊井

＊夜間19時00分まで外来受付しております。ただし専門外来は予約が必要です。
＊土曜日は16時00分までの外来受付となっております。

（整形）原

TEL 046-269-3910

TEL 046-269-5611

046-269-2471
TEL  046-269-2411

　

こ
ん
に
ち
は
。２
階
病
棟
の
平
井
万
里
で

す
。

　

今
回
の
エ
ッ
セ
イ
は「
プ
チ
箱
根
ぶ
ら
り

旅
」に
つ
い
て
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
温
泉・S
P
A
が
好
き
で
家
族
と
良

く
行
き
ま
す
。

　

中
で
も
車
で
１
時
間
程
度
で
行
け
る
箱

根
は「
プ
チ
箱
根
ぶ
ら
り
旅
」に
は
最
適
で

す
よ
。

　

日
帰
り
温
泉
の
お
す
す
め
は
、「
花
紋
」

と
い
う
温
泉
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
チ
付
き
入
浴
で

す
。

　

数
種
類
の
露
天
風
呂
が
あ
り
、ラ
ン
チ
は

温
泉
旅
館
の
夕
食
の
様
な
食
事
が
楽
し
め
、

日
帰
り
な
の
に
１
泊
し
た
よ
う
に
満
喫
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
の
G・W
も
全
く
無
計
画
に
箱
根
に

出
掛
け
て
み
ま
し
た
。

　

予
想
通
り
か
な
り
の
人
出
で
し
た
が
、湯

本
駅
前
の
旅
館
案
内
所
で「
今
日
空
い
て
る

宿
が
あ
れ
ば
泊
ま
り
た
い
の
で
す
が
。」と

飛
び
込
み
で
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
宿
が「
吉

池
」と
い
う
老
舗
の
旅
館
で
し
た
。

　

G
・
W
中
に
た
ま
た
ま
１
室
だ
け
空
き
が

あ
っ
た
所
に
泊
ま
り
ま
し
た
が
、大
当
た
り

で
し
た
。

　

源
泉
か

け
流
し
の

露
天
風
呂
、

食
事
も
も

ち
ろ
ん
良

か
っ
た
で
す

が
、お
す
す

め
し
た
い

の
は
、そ
の

宿
の
広
大

な
庭
園
で

リレー
エッセイ

す
。大
昔
の

三
菱
財
閥

社
長
の
別

荘
を
そ
の

ま
ま
残
し
、

古
代
の
森

林
や
池
が

あ
り
整
備

さ
れ
た
広

い
日
本
庭

園
に
心
身

共
に
癒
さ

れ
る
宿
で

し
た
。そ
の
素
敵
な
庭
で
は
毎
年
５
月
〜
６

月
辺
り
に
蛍
の
鑑
賞
会
が
催
さ
れ
る
よ
う
で

す
よ
。

　

朝
か
ら
露
天
風
呂
に
浸
か
り
、優
雅
な
お

庭
を
散
歩
し
た
り
し
て
、財
閥
社
長
令
嬢
に

な
っ
た
様
な
妄
想
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
笑
）

　

旅
の
も
う
１
つ
の
お
楽
し
み
と
い
え
ば
、お

土
産
で
す
。

　

箱
根
に
行
く
と
必
ず
立
ち
寄
る
の
が
、

「
鈴
廣
」の
か
ま
ぼ
こ
博
物
館
の
お
土
産
や

さ
ん
で
す
。

　

作
り
た
て
の
か
ま
ぼ
こ
や
練
り
物
、小
田

原
産
の
干
物
、ス
イ
ー
ツ
な
ど
た
く
さ
ん
あ

り
、よ
い
お
土
産
に
な
り
ま
す
よ
。

店
内
で
箱
根
地
ビ
ー
ル
を
ゲ
ッ
ト
し
、試
食

を
食
べ
ま
く
り
な
が
ら
見
て
回
る
の
が
最
高

で
す
！

　

お
土
産
の
お
す
す
め
は
か
ま
ぼ
こ
を
美
味

し
く
食
べ
る
た
め
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
、す
ぐ

に
食
べ
ら
れ
る
板
わ

さ
セ
ッ
ト
で
す
。

そ
し
て
、も
う
１
件

必
ず
寄
る
の
は
、「
菜

の
花
」
と
い
う
和
菓

子
屋
さ
ん
で
す
。

あ
ん
こ
が
嫌
い
な
私

が
い
つ
も
買
う
温
泉

ま
ん
じ
ゅ
う
と
、ど

ら
焼
き
は
絶
品
で

す
。

　

季
節
を
問
わ
ず
い
つ
訪
れ
て
も「
温
泉
の

町
」と
し
て
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
箱
根
に

み
な
さ
ん
も
是
非「
ぶ
ら
っ
と
」で
か
け
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
？

執
筆
者
に
次
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
を

紹
介
頂
き
、ど
ん
ど
ん
職
員
間
に

エ
ッ
セ
イ
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
き

ま
す
。38
番
目
は
看
護
師
の
平
井
万
里

さ
ん
で
す
。

執
筆
者
に
次
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
を

紹
介
頂
き
、ど
ん
ど
ん
職
員
間
に

エ
ッ
セ
イ
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
き

ま
す
。38
番
目
は
看
護
師
の
平
井
万
里

さ
ん
で
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

★
こ
れ
か
ら
が
夏
本
番
で
す
！　

皆
さ

ん
夏
バ
テ・
熱
中
症
に
は
気
を
付
け
て

下
さ
い
。……

中
根

★
北
海
道
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
の
季
節
が
本
番
で
す
よ
ね
。ち
ょ
っ

と
早
か
っ
た
み
た
い
。……

増
渕

★
ゴ
ー
ヤ
の
芽
出
ま
し
た
！　

レ
ー
ス

の
カ
ー
テ
ン
？　

に
な
る
か
な
。……

吉
田

★
昨
年
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
が
今
年
も

節
電
の
夏
で
す
ね
。熱
中
症
な
ど
に

な
ら
な
い
よ
う
無
理
の
な
い
範
囲
で

節
電
し
た
い
と
思
い
ま
す
！　

…
…

立
川

★
夏
山
シ
ー
ズ
ン
突
入
〜
！　

今
年
も

ス
テ
キ
な
景
色
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

…
…

桐
沢

★
編
集
後
記
を
と
い
う
と
・・・い
つ
も
少

し
先
の
未
来
に
想
い
を
馳
せ
ま
す
。今

年
の
夏
は
？　

梅
雨
冷
え
の
今
は
想

像
も
つ
き
ま
せ
ん
が
。……

小
林

★
今
年
は
海
に
、祭
り
に
、い
っ
ぱ
い
夏
を

味
わ
い
た
い
な
〜
。　

皆
さ
ん
も
よ
い

夏
を
！　

…
…

長
友

次
回
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
者

は
、看
護
師
の
坂
口
紀
子
さ
ん
で

す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

次
回
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
者

は
、看
護
師
の
坂
口
紀
子
さ
ん
で

す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

プチ箱根ぶらり旅
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